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三
年
前
の
平
成
二
十
二
年
に
守
谷

里
山
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
里
山
活
動
へ

市
民
の
幅
広
い
参
加
が
必
要
と
、
市
民

協
働
事
業
と
し
て
「
知
る
を
楽
し
む
守

谷
里
山
」
と
題
し
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、

セ
ミ
ナ
ー
開
催
や
里
山
マ
ッ
プ
の
作
成

等
を
提
案
し
ま
し
た
。 

昨
年
九
月
ア
ワ
ー
ズ
守
谷
で
開
催
し

た
「
守
谷
里
山
企
画
展
」
に
よ
り
、
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
方
式
で
「
守
谷
の
自
然

を
描
い
て
み
よ
う
」
と
子
供
た
ち
と
市

内
里
山
の
生
き
物
な
ど
の
イ
ラ
ス
ト
を

描
き
、
守
谷
市
の
大
き
な
地
図
に
貼
り

つ
け
交
流
会
を
行
い
ま
し
た
。 

今
回
は
、
そ
の
イ
ラ
ス
ト
を
活
用
し

な
が
ら
、
市
内
里
山
を
紹
介
す
る
「
守

谷
さ
と
や
ま
マ
ッ
プ
」
の
作
成
作
業
に

取
り
組
み
、
四
月
に
よ
う
や
く
完
成
し

ま
し
た
。 

 

市
内
六
か
所
の
里
山
を
イ
ラ
ス
ト
等

で
紹
介
し
、
年
間
行
事
を
里
山
暦
と
し

て
、
四
季
の

花
暦
、
里
山

を
楽
し
む
注

意
事
項
な
ど

も
記
載
し
、

散
策
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
と
し
て
多
く
の

市
民
に
活
用
し
て
も
ら
え
る
内
容
で
す
。 

ま
た
、
開
発
前
の
地
形
図
を
色
分
け

し
て
背
景
図
と
し
て
活
用
し
て
お
り
、

現
在
里
山
と
し
て
豊
か
な
緑
が
残
さ
れ

た
経
緯
も
理
解
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。 

守
谷
市
の
広
報
誌
で
紹
介

さ
れ
た
直
後
か
ら
問
い
合
わ

せ
が
殺
到
し
、
ま
た
た
く
間

に
在
庫
が
少
な
く
な
っ
て
し

ま
い
、
急
い
で
追
加
印
刷
を

行
い
ま
し
た
。 

関
係
す
る
里
山
団
体
に
配

布
し
た
ほ
か
、
市
役
所
や
市

民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
を
始

め
、
市
内
の
公
民
館
、
図
書

館
な
ど
に
も
置
い
て
あ
り
、

一
般
市
民
に
幅
広
く
活
用
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。 

 

守
谷
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
閲
覧
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。 
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１．「守谷さとやまマップ」を発刊 

２．守谷市民大学「自然と環境」（通称里山コース）開講 

３．茨城新聞で「守谷の里山」を特集 

４．利根川斜面林のヒガンバナ 

５．新規転入者歓迎行事「ようこそ守谷へ」に出展 

守谷市では、多くのボランティア団体

が各地で、手作りによる里山づくりを行

っています。何か地域で活動してみたい 

/自然と関わりのある活動をしてみたい

/子供たちの遊び場を作ってみたい/ 

みんなで楽しく汗をかいてみたい 

そんな思いをお持ちの方は、ぜひこの機

会にご一緒に活動してみませんか。 

一
、
守
谷
さ
と
や
ま
マ
ッ
プ
発
刊 

市
内
の
里
山
活
動
な
ど
を
紹
介 

 

２／４ 

守谷さとやまマップの裏面 

里山マップはこちらからご覧ください 

⇒守谷市 HP 

http://www.city.moriya.ibaraki.jp/kuras

hi/citizens/simin/H22teiangata.files/mo

riyasatoyama_MAP_omote.pdf  

○ 
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二
．
守
谷
市
民
大
学
「
里
山

コ
ー
ス
」
が
開
講 

「
里
山
セ
ミ
ナ
ー
」
の
開
催

は
市
民
協
働
事
業
と
し
て
も

企
画
提
案
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
本
年
度
か
ら
守
谷
市
民

大
学
に
専
門
コ
ー
ス
と
し
て
、

守
谷
の
「
自
然
と
環
境
」
通

称
里
山
コ
ー
ス
が
開
設
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

こ
の
コ
ー
ス
の
最
大
の
特

徴
は
、
一
般
的
な
生
涯
学
習

で
は
な
く
、
市
内
の
市
民
活

動
を
担
う
リ
ー
ダ
ー
育
成
を

目
的
と
し
て
い
る
こ
と
で
す
。 

 

そ
の
た
め
、
里
山
コ
ー
ス
と
し
て
は
、

外
部
の
専
門
家
に
頼
ら
ず
、
市
内
で
里

山
活
動
を
行
っ
て
き
た
市
民
自
ら
が
講

師
を
務

め
、
受

講
生
も
共
同
研
究
し
な
が
ら
、

内
容
の
充
実
と
蓄
積
を
図
っ

て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。 

全
体
の
運
営
は
守
谷
里
山

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
中
心
と
な

り
担
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

六
月
一
日(

土)

開
講
式
、

六
月
十
五
日(

土)

に
ガ
イ
ダ

ン
ス
と
第
一
講
座
が
行
わ
れ
、

月
一
回
の
ペ
ー
ス
で
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。 

六
月
三
〇
日
に
は
校
外
学

習
と
し
て
徒
歩
で
立
沢
里
山

へ
行
き
現
地
視
察
等
を
行
っ
た
こ
と
を

始
め
と
し
て
、
順
次
季
節
ご
と
に
自
然

観
察
会
や
稲
作
体
験
、
炭
焼
き
な
ど
、

市
内
各
地
の
里
山
を
視
察
・
研
修
す
る

予
定
で
す
。 

 

ま
た
後
半
は
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
テ
ー

マ
を
選
定
し
て
自
主
研
究
と
発
表
会
を

行
い
ま
す
。 

 

 
平成２５年度 守谷市民大学・里山コース講義内容 

     
日時（座学） 講義内容 講 師 内 容 現地フィールド 

6 月１日(土） 
開講式（全

体） 

  開講式   

  
  

6 月 15 日(土） 
市政入門            

ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ 

清野修 里山コースｶﾞｲﾀﾞﾝｽ 里山マップ配布 

市役所 守谷市基本計画   

7 月 6 日(土） 
希少植物（や

まゆり） 
松島稔 

山百合の特徴、生育環

境と育て方 
ヤマユリ講習会 

市内自生地の現状   

8 月 3 日(土） 
希少生物（ホ

タル） 
今村敬 

蛍の生態、生息環境 ホタル観察 

守谷の生息地   

9 月 7 日(土） 
農林業と生物

多様性 
清野修 

生物多様性の基礎 
稲刈り視察（立沢

田んぼの学校） 

農林業と里山の関係   

10 月 12 日(土） 守谷の草花 南哲郎 
守谷の植生と特徴 自然観察会 

草花の紹介、主な自生地   

11 月 16 日(土） 森林整備 堀内晴生 
森林生態系の基礎 森林観察（同地） 

森林整備方法   

１2月 14日(土） 
里山の暮らし

（伝統文化） 
清野修 

里山と伝統生活文化 竹林視察（立沢） 

守谷の伝統文化（共同研

究課題設定） 

竹林視察、門松

製作 

1 月 18 日(土） 炭焼き 小田原実      

炭と暮らし、炭焼きの仕

組み 

炭焼き視察（同

地） 

竹炭の活用方法 野焼き視察 

2 月 8 日(土） ワークショップ 
斎藤晃生     

清野修 

グループ討議 
 

研究発表準備   

3 月 8 日(土） 
生徒発表会、

講評、終了式 

市役所       

清野修 

研究発表と講評   

    

（２/４） 

市民大学講義風景 

自然観察会（校外学習） 

（２/４） 
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三

．

茨

城

新

聞

で 
「
守
谷
の
里
山
」
を
特
集 

 

茨
城
新
聞
の
社
会
貢
献
事
業
の
一
環

と
し
て
、
県
内
で
活
躍
す
る
団
体
や
取

り
組
み
を
、
新
聞
の
一
面
を
全
面
無
料

で
提
供
す
る
企
画
が
あ
り
、
市
民
活
動

支
援
セ
ン
タ
ー
を
経
由
し
て
相
談
が
あ

り
ま
し
た
。 

守
谷
を
里
山
の
あ
る
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

と
し
て
幅
広
く
情
報
発
信
す
る
良
い
機

会
と
考
え
取
り
組
む
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。 四

月
二
十
三
日(

火)

の
茨
城
新
聞
社

と
の
最
初
の
打
ち
合
わ
せ
で
全
体
の
編

集
方
針
を
決
め
、
そ
の
後
数
度
の
打
ち

合
わ
せ
で
構
想
原
案
を
作
成
、
六
月
七

日(

金)

に
新
聞
社
と
第
二

回
目
の
打
ち
合
わ
せ
を
行

い
、
執
筆
分
担
を
し
ま
し

た 

一
般
紙
の
一
面
全
部
と

な
る
と
字
数
も
膨
大
、
写

真
な
ど
も
必
要
で
あ
り
、

当
初
は
ど
う
な
る
こ
と
か

と
心
配
し
ま
し
た
が
、
メ

ン
バ
ー
の
全
面
的
な
協
力

で
、
ま
た
た
く
間
に
原
稿

が
出
来
上
が
り
、
六
月
中

旬
に
は
ほ
ぼ
主
要
作
業
が

完
了
し
ま
し
た
。
短
期
間

で
し
た
が
、
多
彩
な
人
材
と
各
里
山
の

会
等
で
の
活
動
の
蓄
積
と
整
理
が
で
き

て
い
た
結
果
だ
と
思
い
ま
す
。 

原
稿
は
比
較
的
順
調
に
出
来
上
が
り

ま
し
た
が
、
皆
本
格
的
な
紙
面
を
編
集

す
る
の
は
初
め
て
の
経
験
で
、
も
っ
と

も
工
夫
し
た
の
は
全
体
の
レ
イ
ア
ウ
ト

と
タ
イ
ト
ル
の
設
定
で
し
た
。
か
な
り

時
間
を
か
け
て
議
論
し
、
「
日
本
一
住

み
よ
い
街
へ
」
と
「
自
然
が
取
り
持
つ

地
域
の
絆
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
と
し
て

決
定
し
ま
し
た
。 

八
月
二
十
八
日
（
水
）
付
け
の
第
五

面
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
が
、
皆
で
協
力

し
工
夫
し
た
か
い
が
あ
り
、
な
か
な
か

素
晴
ら
し
い
特
集
に
な
っ
た
と
自
負
し

て
い
ま
す
。
各
団
体
へ
の
配
布
や
市
民

大
学
な
ど
で
の
活
用
を
考
え
て
い
ま
す
。 

 

（３/４） 

新聞の本文はこちらからご覧ください 

⇒野に集い野に遊ぶ HP 

http://w01.tp1.jp/~a071771011/sato15.html
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四
．
斜
面
林
の
彼
岸
花 

九
月
二
十
九
日
（
日
）
野
木
崎
の
斜

面
林
に
お
い
て
「
彼
岸
花
祭
り
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。 

守
谷
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
か
ら
西
側
、

斜
面
林
下
の
土
手
道
に
数
百
㍍
に
わ
た

り
見
事
な
景
観
で
す
。
彼
岸
花
は
移
植

や
草
刈
り
な
ど
管
理
が
大
変
で
す
が
、

地
元
集
落
の
皆
さ
ん
が
熱
心
に
取
り
組

ん
だ
成
果
で
す
。 

利
根
川
添
い
の
広
大
な
田
園
地
帯

や
守
谷
市
が
保
存
緑
地
と
し
て
取
得
し

た
斜
面
林
と
一
体
と
な
り
、
今
後
の
守

谷
の
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
注
目
さ

れ
ま
す
。 

 五
、
「
よ
う
こ
そ
守
谷
へ

２
０
１
３
」
に
参
加 

十
一
月
四
日
（
月
）
常
総
総
合
運
動

体
育
館
に
お
い
て
守
谷
市
内
へ
の
転
入

者
を
歓
迎
す
る
「
よ
う
こ
そ
守
谷
へ
２

０
１
３
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。 

守
谷
里
山
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
は
、

豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
守
谷
市
を
知

っ
て
も
ら
う
良
い
機
会
と
考
え
、
パ
ネ

ル
や
水
槽
な
ど

で
市
内
の
里
山

活
動
を
紹
介
す

る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。 

（４/４） 

【編集後記】 

本紙掲載のとおり、平成 25 年 8 月 28 日付けで、茨城新聞に「守谷の里山」が特集されたところ

ですが、これを契機に新聞による広報活動を継続することが大切と考え本紙を発刊することとなり

ました。守谷市内で里山活動に取り組んでいる皆さんからの情報提供が何よりも重要です。 

本紙への活動報告、行事の予告など記事をお寄せください。 

こちらまで ﾒｰﾙ⇒ denen21@hb.tp1.jp 
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月 日 行事名 場所 内容 主催者 

1 月～3 月 
里山整備 立沢里山 木道等整備 立沢里山の会 

ﾌｨｰﾙﾄﾞ整備 同地 林床整備、炭焼 茨城森林クラブ 

４月上旬 
竹炭焼き 自然博物館 炭焼き作業 立沢里山の会 

春の自然観察会 市内里山 案内人とｳｫｰｸ 生涯学習課 

５月 

大野ウォーキン

グ泥んこ運動会 

大野川周辺    

大野田んぼ 

散策           

田植え 

ふるさと大野を

語る会大野公

民館 

田植え 立沢里山 小学生田植 立沢里山の会 

古代米田植え 同地 古代米田植 茨城森林クラブ 

７月上旬 山百合鑑賞会       高野公民館 山百合鑑賞 
守谷山百合の

会          

７月下旬 
下ヶ戸ホタル祭 

下ヶ戸山百

合広場 

盆踊り、ホタル放

流 

下ヶ戸自治会 

大柏里山の会 

ホタル鑑賞 立沢里山 ホタル鑑賞会 立沢里山の会 

８月中旬 北守谷夏祭り 立沢公園 バザー、展示 立沢里山の会 

９月中旬 
稲刈り 立沢里山 小学生稲刈り 立沢里山の会 

古代米稲刈り 同地 稲刈り 茨城森林クラブ 

９月下旬 
十五夜とうろう踊 大野小学校 月見他 ふるさと大野 

きらめき夢彩都 守谷駅前 駅前祭り 里山の会            

１０月上旬 
大野ウォーキング 大野川周辺 散策 大野公民館 

秋の自然観察会 守谷里山 案内人とｳｫｰｸ 生涯学習課 

１０月 
脱穀 立沢里山 脱穀 立沢里山の会 

古代米脱穀 同地 脱穀 茨城森林クラブ 

１１月中旬 
山百合鉢植講習 高野公民館 鉢植え 生涯学習課 

山百合球根植替 高野公民館 球根植替 山百合の会 

１２月 竹林整備 立沢里山 竹林伐採、炭焼 立沢里山の会 

 

（４/４） 
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